
Q1：部材マスタと材工マスタの違いは何ですか。 

A1：部材マスタ，材工マスタのそれぞれの役割は以下の通りです。 

 

【部材マスタ】 

国土交通省監修「公共建築工事積算」掲載の見積根拠に基づき、材料費・労務費・雑 

材費・下請経費などをそれぞれ自動で計上することのできるマスタです。そのため、 

基準単価には材料そのものの単価を登録し、工数（歩掛）・各種費用の根拠（計算式・ 

率）の設定を行います。複合単価変換を行った際は、設定に従って複合単価の根拠と 

なる代価表が作成されます。 

 

【材工マスタ】 

市場単価や材工共単価など、材料費・労務費・雑材費・下請経費などすべての費用を 

まとめた施工単位当たりの単価を設定するマスタです。そのため、単価のみの設定と 

なります。また、複合単価変換を行った場合も、複合単価の根拠がないため、代価表 

は作成されません。 

 

【例】 

「厚鋼電線管 GP 16mm」を追加した場合（積算種別：普通，施工場所：埋隠） 

【部材マスタ】 

 

【材工マスタ】 

 

追加した項目 

自動計上された項目 

追加した項目 


